
■ 卒業後アンケートの実施にあたって 

 

本学では教育改善・改革に活かすことを目的として、大学在学中に獲得した知識や能力、それが卒業後に

どのような形で活かされているかについて伺うため、卒業生を対象にアンケートを実施しています。 

 

＜対象者＞   2020 年３月卒業生 387 名 

＜回答数＞              32 名 

＜回答率＞              8.3% 

＜回答期間＞ 2022 年 12 月 14 日～2023 年 1 月 31 日 

 

■ アンケート結果について 

・在学中に身についた能力として「行動する能力」、「チームワーク力」との回答が多く、卒業後の生活に 

おいても役立っていると感じていることが分かった。 

・在学中にもっと身につけておけばよかった能力として「プレゼンテーション能力」との回答が多く、 

今後に向けて改善の余地がある。 

 

 

ご回答いただいた調査結果は本学の教育改善・改革に活かすことにのみ活用させていただきます。 

ご協力をいただきました卒業生の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 



■ 卒業後アンケート　2020年3月卒業生対象

　＞発送数：387通

　＞回答数：32名　

　＞回答受付期間：2022年12月14日～2023年1月31日

1.幅広い教養・知識（人文社会自然科学を基礎とした知識）

2.専門的な知識や技術（法律学や経済学・経営学、国際社会科学など所属した学科の専門知識）

3.論理的に考える能力（基礎的な法律の知識やローカルとグローバルな視点から考えうる能力）

4.問題を解決できる能力（課題を解決するための能力）

5.行動する能力（物事に積極的に関心をもつ能力）

6.チームワーク力（他者や多様な人々と協力しながら問題を解決する能力）

7.プレゼンテーション能力（自己の思考・判断を他者にわかりやすく伝える能力）

8.コミュニケーション能力（良好な人間関係を構築するための能力）

9.外国語を理解できる能力（国際コミュニケーションの手段や外国語書類が理解できる能力）



1.幅広い教養・知識（人文社会自然科学を基礎とした知識）

2.専門的な知識や技術（法律学や経済学・経営学、国際社会科学など所属した学科の専門知識）

3.論理的に考える能力（基礎的な法律の知識やローカルとグローバルな視点から考えうる能力）

4.問題を解決できる能力（課題を解決するための能力）

5.行動する能力（物事に積極的に関心をもつ能力）

6.チームワーク力（他者や多様な人々と協力しながら問題を解決する能力）

7.プレゼンテーション能力（自己の思考・判断を他者にわかりやすく伝える能力）

8.コミュニケーション能力（良好な人間関係を構築するための能力）

9.外国語を理解できる能力（国際コミュニケーションの手段や外国語書類が理解できる能力）

ニートになった


